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ESD で育まれる生きる力とは！                          

会長  宮原 和明 

みなさん ESD って聞いたことあります

か？ １９９２年にリオデジャネイロで行わ

れた「環境と開発に関する国連会議」（地球

サミット）で「持続可能な開発」の概念が具

体的に示されました。「持続可能な開発（発

展）Sustainable Development:SD」とは、

「将来世代のニーズを満たす能力を損なうこ

となく、現在の世代のニーズを満たす開発」

や「人間を支える生態系が有する能力の範囲

内で営みながら、人間の生活の質を向上させ

ること」と定義されています。 

そのための教育が「Education for 

Sustainable Development:ESD」です。つま

り、ESD とは環境的視点、経済的視点、社

会・文化的視点から、より質の高い生活を次

世代も含む全ての人々にもたらすことのでき

る開発や発展を目指した教育であり、持続可

能な未来や社会の構築のために行動できる人

の育成を目的としています。（早瀬隆司教授 

資料一部引用）  

私は、平成２５〜２７年度まで環境省「持

続可能な地域づくりを担う人材育成」事業に

関わり、長崎市立稲佐小学校、高城台小学校

や対馬市立金田小学校、西小学校２校では

「ニホンウナギから対馬を考えよう！の ESD

出前講座」等を実施しました。「ESD」教育

とは何ぞや？と学校の先生方と一緒になって

のディスカッションから自分自身の学びや気

づきもあり子供たちの人材育成（持続可能な

社会づくりの担い手を育む教育）に関わり始

めています。平成２８年度からは、長崎県環

境部と NPO 環境カウンセリング協会長崎の

協働事業として、主に対馬市教育員会学校教

育課と連携しながら、上対馬地区の小・中学

校７校の ESD プログラム実践を行いまし

た。プログラムの事例は以下の通りです。 

 

 

 

 

 

 

 

  

講師（ゲストティチャー）は、専門家やプ

ログラムに沿った地域の多様な主体の人材で

構成されています。ESD 教育はこれから地域

と学校が一体となった地域社会教育実践の場

として展開されることになるでしょう！文部

科学省もこれから ESD の新しい視点からと

らえ直す総合的な学習や行動に力を入れます

ので、今後会員のみなさまの地域でも ESD

教育実践の必要性と機会が増えると思ってい

ます！造園関係の得意なところで子供たちの

人材育成にご協力いただきたいと願っている

ところです！ 

＊ESD で育みたい力は以下のような概念要

素です。 

 

◯持続可能な開発に関する価値観 ◯体系的

な思考力（問題や現象の背景の理解、多面的

かつ総合的なものの見方）◯代替案の思考力

（批判力）  

◯データや情報の分析能力 ◯コミュニケー

ション能力 ◯リーダーシップの向上 ○環

境アセスメント（環境社会配慮）に対する期

待･･･等々 
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～対馬学フォーラムでの発表の様子～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対馬市立佐須奈小学校 ５年生 

「たんぼの楽校」 

〜われら佐護米・ツシマヤマネコの魅力伝え隊！〜 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対馬市立大船越小学校 ４年生 

  「すごいぞ！ニホンミツバチ」 

 
“とぴっくす” 
 

～ツルの北帰行♪♪～ 
３月に入ると鹿児島県出水市で越冬したツルが

繁殖地シベリアに向けて北帰行を始めます。長崎

では野母崎、佐世保では石岳等で多くの人が観察

をしています。数百羽の群れになると陣形が多様

な形に変化し、大変興味深くそして感動を覚えま

す。皆さんも是非一度足を運んでみませんか？た

だ、このニュ－スレタ－が届くころには、すでわ

っていますので来年にでもと思います。悪しから

ず。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～カブトガニの産卵～ 
7 月末から 8 月初めの大潮

時に砂質の浜で産卵します。

私は、西海市で産卵痕を探し

ていて、卵をゲットしたこと

があります。中国では、食べ

ることがあるように聞きましたが、硬そうで食べ

ようとは思いませんでした。おもちゃの鉄砲の玉

にそっくりですよ。近くに良い浜があれば、大潮

満潮時には、産卵泡も確認できるかも。 

ブクブク。 

 
ブックとらべる 最近の読書から 

●コーヒーもう一杯（平 安寿子）新潮社 

新人賞のフリーライターによる、として豊

富な経験をもちながら、コーヒー開店を決意

した、中途退社のオフィスレディのお話。商

売そっちのけで若いママと子供達のための、

NPO 的サロンとオープンカフェの経営を試

みる姿がほほえましい。（川里弘孝） 

●古代の女性官僚～女官の出世・結婚・引退(伊

集院葉子) 吉川弘文館、246pp. 

母校・教育学部の後輩が書いた著書なので手に

取ってみた。歴史学の博士だけあって膨大な資料

に基づく学術的論調ではある。（プロローグ：都

にのぼった女官，女官への道，女官への道，女官

の仕事，女官の勤務評定と出世，女官の経済，女

官の生活と結婚，女官の引退と死，エピローグ：

古代女官の素顔と内容は豊富だ。）（川里弘孝） 

●慟哭の海峡（門田隆将）角川書店、332pp． 

 独り生き残って生涯を送った、中島秀次が慰霊

のため、やなせたかし（漫画家，代表作：アンパ

ンマン）の弟・柳瀬千尋に思いをはせた、台湾と

フイリッピンとの間にある“バシー海峡”をめぐ

る、戦後生まれのノンフィクション作家による、

物語である。（川里弘孝） 
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  ～若手技術者訪問～ 

当号より、会員が所属する会社の若手技術者

へのアンケ－トを始めます。 

トップバッタ－として「株式会社琴花園」様

にお願いしました。 

 

所属：造園土木部・造園 

名前： 野中(のなか) 恵太(けいた)          

入社年月日：平成 28 年 4 月 1 日 

 （勤務年数：0 年 11 ヵ月） 

趣味：音楽鑑賞、バレーボール                              

好きな言葉（座右の銘）：一意専心                             

●今の仕事の内容 

 主に工事現場や個人邸などで樹木の植栽、 

剪定、伐採といった造園工を行っており、多 

様な仕事で大変ですが、一つ一つ学習してい 

けるように頑張っています。 

●今までの仕事での成功 

 仕事をするにあたって、新しい現場に入る 

たびに初めてするような仕事が多く、入社し 

たての頃は、ほぼ毎日のように先輩、上司に 

聞きながらの仕事でした。しかし、最近では 

これまでの経験を活かし、自主的に仕事を行 

えるようになってきました。今でもまだまだ 

覚える事は多くありますが、確実に成長でき 

ていると思います。                        

●今までの仕事での失敗 

 指示された事の内容をしっかり理解しき 

れていないのに作業を行い、かえって仕事を 

増やしてしまった事です。何度も聞き返す事 

が申し訳ないと思ってしまい「なんとかな

る」と考えてしまったための失敗です。見習

い段階の自分が考えてはいけない事だったと

反省した事です。 

●嬉しかったこと 

 仕事を任された事です。仕事上、複数人で 

作業を行う事が多いので、自分は先輩、上司 

のサポートという役回りが多かったのです 

が、その中で仕事を任せてもらえるのはとて 

も嬉しかったです。 

●悲しかったこと 

 上司に叱られた事です。しかし、自分のた 

めに言ってくれている事なので、しっかりと 

受け止め、精進したいと思いました。                                           

●社会人になって自分が変わったと思う部分

はどんなことですか？ 

 責任感が強くなったなと思います。また、 

ひとり暮らしを始め、生活をしてみて親の存 

在は大きいものだなと感じました。 

●今後の目標はなんですか？ 

 資格取得に向けて勉強していて、仕事を覚 

えながら、技術や知識の向上に努めていきた 

いと思います。 

出稿ありがとうございました。平成 28 年 

度入社のホ－プですね。新年度は後輩が入っ 

てくるのでしょうか？更に任される仕事も 

増えてきますね。責任も増えますが、やりが 

いも増えてくると思います。 

目標をもって、日々頑張られている様子も 

見えてきます。長崎の緑文化を守るために 

今後ともご尽力をお願いします。 

 

『明日世界が滅びるとしても、今日私はリン

ゴの木を植える』 

 

宗教改革の創始者、マルティン・ルターの 

言葉で、小説家、開高健お気に入りの人生訓

でもあります。意味は明白ですね。明日世界

の終わりが来ようとも、人生の幕が閉じよう

とも、最後まで為すべきことを精一杯やり遂

げるという事です。 

 

＊＊次号は株式会社庭建様にお願いします。 
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自然配植研究会 高田研一  

第２章（森の構造（同齢林と異齢林）） 

 

１．生態学的にものをみるということ 

 生態学は生物を中心とした自然とヒトの 

「存在」と「変化」に対して、「その意味を

探る」という学問です。その結果として、

「予測」が得られます。 

 存在を客観的に把握するためには、それが 

どのように「在る」のかを知っておかなけれ

ばなりませんが、「意味を探る」ためには、

さらに周りのさまざまな存在（あるいは変

化）が、どのように関わっているかを調べな

ければなりません。「変化」についても同様

のことがいえます。 

 緑づくりという場で生態学を活用するに

は、第一に植物を知ることは当然ですが、そ

れに関わるものの全てについて、知っておく

こともまた必要です。 

 人間を知り、経済を知り、地質を知り、気

象を知り、動物を知ることなど、「一生是れ

学び」といってもよいと思います。（しか

し、ある地点、ある時点で結論を出さなけれ

ばならないことがあることも事実です。） 

 生態学を始めた人は、進化論で有名な 

C.Darwin ですが、彼は新興資本家階級の一

翼を担っていたがゆえに、やがて生存競争

（ただし、Competition for existence ではな

く、Struggle for existence）→優勝劣敗、適

者生存思想の虜となっていきました。 

 そして、この C.Darwin の思想こそが、現

在の社会経済システムの根底をなす哲学とな

っています。 

 今、地球規模での環境負荷の大きさを考え 

るとき、C.Darwin が南米大陸で、あるいは

ガラパゴス諸島で最初に見いだした優勝劣敗

ではなく、競争的共存を、生物社会、自然の

成り立ち、真の意味での「Struggle」への理

解をもう一度再発見していくことが求められ

ています。 

２．植生、森の構造 

■植生とは何か 

 野や山を歩くと、草原や森があります。草

原や森の中にも、路傍の寿命の短い草本群

落、高山の何百年と暮らす草本群落、竹林、

マングローブ林、ヒノキ林、アカマツ林、ブ

ナ林など、実にさまざまな姿をみてとること

ができます。この植物の作り出す色々な群落

をそれぞれ植生という言葉で呼んでいます。 

 それぞれの地域では、その地形、地質、人

とのかかわり、気候などの条件によって、そ

こにどのような植生が成立するかが決まって

います。その中で、もっとも影響すると考え

られているのが気候です。この気候要因の中

でも特に大きなものは、降水量と温度です。 

 生態学者の吉良竜夫先生は、植物の生育可 

能な温度限界を 5℃と設定して、月別平均気

温とこの 5℃の差を年間で積算して、温量指

数（暖かさの指数）というものを考え出され

ました。また、マイナスとなる値だけを積算

して寒さの指数というものも作りました。 

 これを全国各地の気象データで求めて、図 

を描くと、植物の分布や、全国の植生の違い

をよく説明できることを分かりました。 

 例えば、海岸部では東北に至るまでタブ林 

などの常緑広葉樹林が発達するのは、暖かさ 

の指数の分布とよく一致します。一方、内陸

部では逆に落葉広葉樹林が大きく南下しま

す。西南日本の平野部、低山地では例外な

く、シイやカシ類が優占する常緑広葉樹林と

なり、気温の下がる標高の高い山や東北日本

の内陸部などでは落葉広葉樹林になり、また

さらに中部、東北日本の標高の高い所ではモ

ミ属、トウヒ、ツガ属などによる針葉樹林に

なるという誰にも知られた事実は、温度がつ

よく影響して出来上がるものだと考えてもよ

いでしょう。ただし、温度が植生に影響を与

えることは間違いないとしても、その影響の

与え方は、直接植物に働きかける場合と土壌

微生物相を介して間接的に働く場合がある

し、積算温度としてその影響を考えても良い

場合と季節的な高温ないしは低温のいずれか

が効いている場合もあります。また、降水量

との複合的条件で影響を考えなければならな

いケースもあることには留意しておかなけれ

ばなりません。森林はいずれにせよ、温度的

条件によって区分される一定の幅の中で、針

葉樹のシラビソ林など、落葉広葉樹のブナ

林、常緑広葉樹のシイ・カシ林といった極相

と呼ばれる安定な群落へと植生遷移を経て収

れんしていきます。したがって、大きな枠組

みで植生というものを考えると温度を主体と
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した気候要因が果たす役割はきわめて大きい

のですが、同様な気候をもつところでは、ど

んなところでも同じような極相植生ができる

かというとそうではありません。瀬戸内地域

のように降水量の少ない地域では、降水量の

比較的多い地域のように森林の発達が妨げら

れ、乾燥につよい植生であるアカマツ林やウ

バメガシ林が安定となります。 

 自然豊かな緑づくりや百年、二百年先まで 

残る緑づくりをしようという場合に、作り上 

げた緑が人の手によって十分に管理されるこ 

となく放置されれば、一体どのように変化し 

ていくのかがもっとも気掛かりな点です。 

 植物社会学者の宮脇昭先生は、自然の復元 

には、社寺林、鎮守の森という形で人の手が

長く加えられてこなかった植生を参考にせよ

と言われました。長く撹乱を受けることのな

かった社寺林≒極相林が地域の植生としてふ

さわしいという考え方からです。 

 しかし、鎮守の森は、実はその見方が結構

難しいのです。六甲山の裏側に当たる神戸市

の北側、西側から三田市あたりにかけての社

寺林を回ると、ほんの近くにあってもコジイ

（スダジイ）林、ウラジロガシ林、アカガシ

林、シラカシ林、アラカシ林、ウバメガシ

林、モミ林などの様相を異にするさまざまな

植生をみることができます。 

 一方、関東平野に位置する東京都や神奈川 

県あたりの社寺林をみると、コジイ林かシラ 

カシ林しか出てきません。 

 同じ常緑広葉樹林が成立する暖温帯にあっ 

て、関西の社寺林にいろいろな植生のタイプ 

が現れるのは、気候だけでは安定な極相植生 

が決まるとは簡単にいえず、表層地質・土壌

条件、その地方での植生の歴史、種子の供給

源の有無などが関係しているからです。 

 例えば、コジイは比較的粘性の高い土壌に 

よく出現することが多いのですが、実際には 

育つときに土質を選ばず、幅広い耐性域（ど

こでも育つということ）をもちます。また、

シラカシは礫質分が比較的少なく、深く土が

堆積をしている場所を好みます。 

 関東平野の丘陵部では、浅間山などの火山 

灰が作り出した関東ローム層と呼ばれる細か 

な土が深く堆積しています。そこでは、この

２種が山の上下で住み分けて鎮守の森をつく

ります。コジイはシラカシの育つローム土で

も育ちますが、ここでシラカシと競争すると

勝てないからです。ところが、裏六甲の丘陵

部では、有馬層群と呼ばれる中古生層の堅い

岩盤があり、その上にやや新しい神戸層群と

呼ばれる洪積世の堆積岩が乗り、さらにその

上に大阪層群という新しい土砂成分がありま

す。この３層構造は常に植生の成立基盤を構

成するわけではなく、場所によっては、入れ

替わります。また、それぞれの岩盤の風化の

仕方は、場所によって大きく変わります。こ

ういったことがさまざまな異なる鎮守の森の

植生を生み出している一面となっています。

しかし、こういったこと以外にも、その地方

がストックとしてもっている植生を形づくる

構成樹種の多さなど、いわば、選択肢の広さ

なども現在の鎮守の森の姿を決めてきた要因

といえます。 

 宮脇先生は、その立地が擁する最大のポテ 

ンシャル（極相植生）としての潜在自然植生

というものを考え、これを緑化の目標に据え

ろという考えを示しています。しかし、これ

まで作られてきた多くの潜在自然植生図とい

うものをみてみても、関東ローム層といった

比較的単純な立地はともかくとして、生育基

盤として細かく変化する表層地質などの立地

条件を十分評価した上で作成された図という

ものを見たことがありません。 

 粗っぽい潜在自然植生図を基にして、全国 

どこでも暖温帯林なら、シラカシ林やコジイ 

林、冷温帯林ならブナ林と決めてしまって緑 

化されてしまえば、日本の自然の将来はあり 

ません。 

■森と林 

 森と林は、高さの異なる樹が群落の中に含 

まれているかどうかによって区別されるはず 

です。つまり、高木、亜高木（中木という場

合もあります）、低木などとして区分される

さまざまなサイズの樹木が存在するのが森

で、亜高木、低木が認められないものが林と

いうわけです。発達した森では、高木、亜高

木、低木類がそれぞれの高さで層をつくり、

低木層や亜高木層、高木層と呼ばれるような

三層や五層から成る階層をつくっています。

しかし、森と林という言葉の使い方は、近代

になってドイツ式の造林が日本で持ち込まれ
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て曖昧になりました。人工林は階層構造を持

たない林なのですが、これを森林と読み替え

たわけです。 

 1980 年代以降あちこちの法面で「樹林

化」が始まりました。しかし、英語で樹林化

は、Reforestation と言い、森を蘇らせるこ

とを指しますが、日本で行われている「樹林

化」は、造林的手法や播種工法を用いている

ため、亜高木、低木が育つ余地があまりな

く、林をつくるという意味での樹林化に留ま

り、本来の意味での自然再生とは言えないも

のになっています。 

 さて、森の断面を切ったとすると、そこで

現れる構造、つまり、高木や低木などの植物

の組み合わせはどうなっているでしょうか。 

 森の構造を決めるものは、主要なものだけ 

でも、①表層地質、②土質の由来（堆積区

分）、③有効土層厚、④給水性（排水性）、

⑤斜面方位、⑥斜面勾配、⑦地域種子供給

源、⑧林齢、⑨林内光分布、⑩かく乱要因、

⑪森林成立初期条件などがあります。 

①表層地質 

岩質、表層地質の風化状況などは、森を構

成する植物の制限要因となります。また、森

林成立初期条件を左右します。 

① 土質の由来（堆積区分） 

岩盤が風化することによって土壌が形成さ

れます、岩盤上に形成された土が動くことな

く、そのまま乗っている場合には残積土、浸

食や崩壊などの働きで移動して斜面下方に厚

く堆積したものを崩積土、その中間を匍行

土、川や火山噴出などで運ばれたものを運積

土と呼びます。土の緻密さや組成が変わるた

めに、微生物や菌根の働きが異なる場合が多

く、樹種のすみ分けの原因の一つとなりま

す。詳しくは後章でまとめます。 

③有効土層厚 

 土の厚みは群落高に大きく影響します。 

群落高は、その基盤岩の風化状況や給水性

なども関係します。 

④給水性 

 降水量、地下水分布、蒸散性、霧の発生が 

給水性を決めます。各植物の異なる水分要求

の下で、構成種の決定に影響を与えます。

（排水性）水はけの良い立地、あるいは水が 

逃げやすい立地では、バクテリアをはじめと 

した微生物の発達が大きな影響を受けます。 

※給水性・排水性は地形の凹凸形状とよく一

致します。後章で解説します。 

⑤斜面方位 

 南、西向きは乾燥しやすく、北西向きは冬 

の季節風の影響を受けます。方位は、山地の 

起伏量が大きい場合にとくに大きな意味を持

ちます。 

⑥斜面勾配  

 勾配があるほど、林内に光が入りやすくな

ります。しかし、高木の根系展開には制約を

与えます。 

⑦地域種子供給源 

 種子が運ばれにくい植物は、近くに種子供

給源がないと、場があっても生育できませ

ん。 

⑧林齢  

 林齢が若く、かつ基盤が均質であれば、林 

冠が整います。林齢が古ければ、高木は大径 

木化し、倒木もみられるようになります。そ 

こでは、新しい発芽床も生まれます。 

⑨林内光分布  

 林冠高木層を占める植物の葉の分布が、下

層の光条件を左右し、そこで育つ低木などの

下層木に影響を与えます。変化量の大きいこ

とに留意する必要があります。 

⑩かく乱要因 

 人手は、選択的に森の一部分を破壊するこ

とがあります。人間が都合の良い植物を利用

し、利用できない植物を排除するという大が

かりな影響の典型が植林地です。その他のか

く乱として台風は高木をなぎ倒し、林内の光

分布を変えます。 

⑪森林成立初期条件 

 優占性の高いクズなどの草本類が生えると

森林化が遅れます。一般に密な草本層のある

ところでは、林冠が不揃いになります。 

 いま、このようなさまざまな条件で成立す

る森林についての言葉をもう一度整理するた

めに、模式的に森をみてみましょう。 

＊森には、林冠があります。これは群落の高

さにかかわらず、直射光を受ける群落最上層

の部分と考えて下さい。ここでは、強い光が

得られますが、紫外線が活性酸素の働きを助

長して、老化が進みやすい、乾燥、遅霜・早

霜を受けやすいといったマイナス面がありま
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す。また、下層木として、弱い光を利用して

きた若い高木は新しく林冠に参加しようとす

れば、徐々に木もれびを利用する弱光利用型

の生活スタイルから、強い直射光を使う強光

利用型の生活スタイルへと改めていかなけれ

ばなりません。 

 ちなみに、樹木は光合成を行うときに、葉

緑体の並び方や質を変えて、弱光に適応した

り、強光に適応したりしますが、種類による

差が大きいことに注意すべきです。 

＊森は、生長、変化の過程にあるときは、さ

まざまな高さからなる樹木が入り乱れる場合

がありますが、やがて落ち着いてくるといく

つかの階層に分かれる層状構造をとる場合が

よくみられます。このとき、林冠を構成する

階層を高木層といいます。群落高が７，８m

以下と低い場合には第 1 層と呼ぶこともあり

ます。以下、亜高木層、低木層、草本層とい

った呼び方で、この層状構造を区分します

が、層の重なり具合いは、先に述べた①～⑩

の立地条件によって大きく変わるため、5 層

以上の層を成す場合は、第 1 層～第 5 層とい

った言い方もよく使われます。また、下層木

をもたない場合は、単層林と呼ばれます。  

＊森の各階層を構成する植物には、基本的に 

は、高木、亜高木、低木、草本（蘚苔類を含

む）の各層がありますが、例えば、低木層に

は、低木だけがあるかといえばそうとは限り

ません。ここには、将来、高木や亜高木に達

する幼木が存在することもあります。 

 アラカシは、里山の薪炭林でよくみかける 

樹種ですが、林冠を占めるアベマキやコナラ 

の下層で低木としてよくみられます。しか

し、生育基盤の状態によっては樹高 20m に

達することもあれば、10m 程度までに留まる

ことも多いようです。この薪炭林では、アラ

カシはおそらく 10m を越えることは間違い

ないでしょう。 

 高木、亜高木、低木というのは、したがっ

て、今ある木の高さであると同時に、将来、

どの高さにまで達する樹種かという点で区別

するときにも重要な言い方です。後者の場

合、高木性樹種、亜高木性樹種、低木性樹種

といった呼び方もこれから用いることにしま

す。 

 ちなみに樹木の樹高は、樹種ごとの性質の 

違い、生育場所の植物が利用できる土の深さ 

（土層厚）、樹齢、地形（狭い谷あいは雷を

受けにくく、超高木がみられる） 

■林冠が揃うか、不揃いになるか 

 林冠が揃うか揃わないかは、森を考えると 

きに重要な点です。 

林冠が揃うとき 

 まず、林冠が揃う場合について考えてみる 

ことにしましょう。 

 同じ時期に一斉に種子が発芽し、大量の幼 

木が育つことがあります。これは、森が比較

的大規模に失われた後などによくみられるこ

とです。森を育むだけの立地のポテンシャル

があるにもかかわらず、樹木がなく、それを

妨げる草本類なども被覆していないようなケ

ースです。 

 立地環境が均質であって、そこで同じ樹種 

が同時に育つと、その樹種の生長速度はほぼ 

同じですから、それぞれの木の葉層は同じ位 

置で揃います。やがて、それらの葉層は接し

あって、面としてその林分（植生を構成する

樹木集団；場所的なニュアンスがあり、樹木

にこだわった林学的な用語で、植生や群落と

いう表現よりはやや狭い意味で使います）を

覆い尽して、林冠を形成します。 

 このような林冠は、下層に木洩れ日（透過

光）を通すことが少ないので、下層植生が発

達しません。つまり、生物多様性に乏しい森

（林）となるわけです。 

 種子をばらまく播種工で樹林化を試みて

も、このような一斉に育った木からなる林と

なる傾向があります。 

 このような林を同齢林、ないしは一斉林、

または単層林という３つの呼び方をします。

これらは、少しずつニュアンスが異なります

が、同じ林を指して言うことができます。 

（同齢林＝一斉林＝単層林） 

ただし、この林冠が揃った単層林も、やがて

老化し、あるいは台風などによって一部が欠

損することになって、下層に他種の侵入を許

すことになります。 

 私たちは、あちこちで同齢林、単層林を作

らない樹林化手法を勧めていますが、この理

由は、わが国でもっとも美しい原生林的な森

林が異齢林であること以外に、自然の手に委

ねても十分に生物多様性豊かな森が回復しな
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い場所が、この日本には多くなり過ぎたこと

を見てきたからです。林冠が揃わないとき林

冠が揃っていない林分は、①立地環境、生育

基盤が不均質であるか、ないしは②その林分

の形成が一時的ではなく、漸次的に進んだも

のであるか、または③長い時間を経た古い群

落であるか、④台風などの攪乱を受けた群落

である、という概ね 4 つのいずれかの理由を

もっています。 

 これらのいずれの場合も、程度の差はあ

れ、林分を構成する樹木の年齢はさまざまな

異齢林となっていることが多く、階層構造が

認められる複層林を形成しており、したがっ

て、生物多様性も高くなる傾向があります。 

 林冠が揃っていないといえる状態は、必ず 

しも一様ではなく、さまざまなレベルがあり 

ます。 

1)高木層は連続しているが大きく波打つよう

に林冠の高さに差がある場合 

・薪炭林など定期的に人手が入ってきた林分

でも通常よくみられる状態。 

・強い直射光は林床には届かず、弱光（散乱

光）利用型の下層木がみられる場合が多い。 

2)高木層の一部だけが欠失している場合 

・倒木の発生、生育基盤内に高木が成立で 

きない部分が含まれるときなど。 

・林床に欠失部の大きさに応じた光斑が 

差し込む。高木の生育が可能な場合には、幼

木が大きな上伸生長を行い、欠失部を埋める

ように育っていく。 

3)高木層が疎で、方々に大小の欠失部がある

場合 

・大規模なかく乱（台風、択伐など）を被っ

た場合や、草本群落で樹木が侵入し始めてし

ばらく経った状態など。 

・後者の場合は、陽地性草本群落が徐々に衰

退して、緩やかに樹林化が進行する。 

4)急傾斜地にある場合 

・林冠は樹冠の上層部だけでは構成されない

ため、側枝部分の凹凸が出る。 

5)超高木が存在する場合 

・熱帯林などによくみられる構造で、少数 

の超高木がところどころで突出する。 

３．森を形づくるもの 

■すみ分け 

 自然性の高い森には、さまざまな植物があ 

って、あるところでは光を巡って奪い合いも 

していますが、やがて、森林が成熟してくる 

（植生遷移が後期の段階に向かう）と多くの 

場合、すべての樹種がそれぞれの持ち場、生

き方に応じて暮らしている様子、明瞭なすみ

分け構造をもっていることを見いだすことが

できます。 

○場所をめぐるすみ分け 

 場所条件とは、先に述べた、地形や地質な

どその場所がもつ特有の条件です。 

 火山によって新しい場所が生まれたとき、 

その火山噴出物が安山岩であれば酸性度から 

いえば、中性に近い性質をもっていますが、

その中に硫黄分が含まれれば、これが酸化し

て硫黄酸化物となり、さらに水と反応して硫

酸が生じることとなり、結局、強い酸性の植

生基盤ができあがってしまいます。硫黄分が

多い場所というのは、しかし、局所的に出て

きやすいため、安山岩質の中性、弱酸性土壌

が分布するところに、硫黄分のある強酸性土

壌が隣り合わせに出現します。 

 植物にとっては、酸性度はミネラル吸収、

養分吸収と関係しますから、強酸性土壌にう

まく適応できる植物はそれほど多くありませ

ん。したがって、この強い酸性土で生活する

植物は、場を得るための種間競争よりも、も

っぱら場に適応するために全力を尽くせば生

きていけることが多いのです。ところが、中

性、弱酸性の土壌というのは一般的な土壌で

すから、競争相手が多く、この競争に勝ち抜

くために、例えば樹高をより高くするなどの

工夫を必要とします。こういったことから、

同じように見える斜面でも、土壌が不均質で

あれば、群落高に差がある異なった植生が成

立することになります。 

 場をめぐるすみ分けとは、それぞれの植物 

が、自分が生きていくための「立つ瀬」とな

る生育基盤をもっており、落ち着く先に落ち

着いた結果として現れるわけです。 

○空間をめぐるすみ分け 

 植物の形、樹形の問題は、森の空間構造を

決定する上できわめて重要です。 

 例えば、屋久島のスギ林はスギだけによっ 

て作られるものではありません。スギは円錐

樹形を取りますから、スギだけが場を埋める

ようにして林立した場合を仮定するとスギの
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樹冠底部から樹冠頂部の空間を取ってみても

3 分の 2 余りの空間が使われないまま開くこ

とになります。 

 生物社会は、利用可能な空間を最大限に活 

用するように進化が進みます。屋久島のスギ 

林では、この余った空間をセンノキ、ヤマグ

ルマなどが利用しています。ヤマグルマは地

表部で育つ場所が少ないことから、最初はス

ギの老株などに着生して育ち始める様子を観

察することができます。 

 空間を効率良く利用することにつながるす 

み分けは、地下部でもありふれた現象として 

みることができます。 

 植物の吸収根の分布は地表部近くに集中す 

ることが基本ですが、樹木によっては、浅い

ところにはあまり根を張らず、地中深くに根

系を広げるものもあります。 

 ツガは樹齢 500 年、胸高直径１m を越える

ことが珍しくない大木にまで育ちます。西南

日本のあちこちの尾根筋近くで生活していま

す。この下層にはハイノキなどの密な低木の

群落があります。 

 このツガとハイノキの群落は地下部では完 

全なすみ分けを行っています。ハイノキの根 

系が分布する表層土では、ツガの吸収根は疎 

で、地下深くまで太い斜出根、垂下根が伸び

ています。ところが、地下深くでは水分は吸

収できるものの、窒素、炭素の吸収が困難で

す。したがって、窒素、炭素のストックをツ

ガは自らの材幹に蓄えているという見方がで

きます。このことは、ツガがなぜ大木なのか

をよく説明します。一方、ハイノキは、この

ストックを表層土の腐植中に求めており、下

層植生と上層のツガは異なる養分循環系に依

存していることになります。 

○温度条件をめぐるすみ分け 

 垂直分布という言葉があります。どのよう 

な植生が分布しているか（植生帯）を標高の

異なる山地で観察してみると、標高が支配す

る温度の差にしたがって植生帯が帯状に水平

分布している様子を垂直分布（帯）という言

い方で表します。ただし、日本列島は南北に

連なっていますから、北に向かうに連れて垂

直分布帯は下がってきます。また、海岸沿い

も冬に気温が下がりにくいので、多少のズレ

は発生します。 

 いま、垂直分布の具体例としてよく取り上 

げられる本州のモミ属をみてみましょう。 

 亜高山帯の針葉樹林を構成するオオシラビ 

ソ、シラビソがもっとも標高が高いところに 

分布し、その下部、冷温帯（上部）にはウラ

ジロモミが分布します。さらに標高が下がっ

て、冷温帯と暖温帯の変わり目（中間温帯）

付近にはモミが多く出現し、このモミは暖温

帯の中まで入ってきます。 

 このように言ってしまえば、ああなるほ

ど、温度差によって、3 種ないしは 4 種のモ

ミがすみ分けをしているのかと早分かりして

しまうことになります。この程度の知識で

は、実際の植栽のときに役に立ちません。温

度差によるすみわけにみえる事実が、樹種の

温度に対する耐性域の差によってダイレクト

に決まっているのか、養分吸収系を支配する

土壌微生物環境が温度的条件で変化し、これ

を介して、各微生物－土壌環境への適応性の

差によってモミ属がインダイレクトに反応し

ているかを見定める必要があります。 

 実際、植物の耐性域というものはかなり広 

い目に設定されていることが多いようです。 

暖温帯に位置する京都市内で、庭木としてモ

ミを植えようとすれば、長野県辺りからウラ

ジロモミが入ってくることが儘(まま)ありま

す。それでもこのウラジロモミは、暑い京都

の夏によく耐えます。これは、樹木が数百年

という長い寿命をもつ中で、寒い日もあれば

暑い日もある、その気象変化に十分対応して

いく能力を兼ね備えているからだとみるべき

でしょう。したがって、ウラジロモミが暖温

帯まで生育場所を広げず、モミにその場所を

譲っているのは、ダイレクトに温度と関係し

ていないのかもしれません。いずれにせよ、

土壌微生物を介する間接的な温度の影響は、

植物の生育を考えるときに大きなテーマです

ので、第 8 章でもう一度考えてみることにし

ましょう。 

○その他の条件をめぐるすみ分け 

 すみ分けとは、異なる資源を利用して、異

なる種が生活の場を得ていることを指しま

す。このときに用いる資源の例として、場

所、空間、温度を例に出しましたが、これ以

外に実に多くの資源があります。水分や光を

めぐる資源分割としてのすみわけの問題は、
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ここでは取り上げませんでしたが、もっとも

重要なものの一つです。花粉や種子を運ぶ

風、小動物、土壌を支える微生物、生育基盤

をつくる岩盤…。こういったポジティブな役

割を果たす資源はたくさんあります。一方、

害虫や北西季節風、潮風、多雪などのネガテ

ィブに働く環境要因を介してすみ分けが起こ

ることもあります。 

 以上にまとめたすみ分けのあり方は、この

1 年間で自然配植の設計を行うときに学ばな

ければならない中心テーマの一つですから、

これからの講義の中でさらに話を進めていく

ことになります。 

 

コラム － 

現代のドンキホーテ～53 旅
人・エコ爺の the twitter⑧ 
あいさつは、ふれあいの始まりと言われい 

る。散歩がてら行き交う人にお声がけする

が、２/３の人は greeting を返してくれる。

残り 1/３は無視もしくは無関心、大部分は

student だ。親、学校でもそうなのだろう

か？ なかには年配者もいるから、一種の社

会的現象なのか知れない。都会での無関心、

関わりたくない現象と同軸なのか？ 地域が

徐々に壊れてゆく感じがする・思い過ごしで

あることを祈る。 

前々号等の本欄で、川べりの水田およそ

2.7 ヘクタールがつぶされて（13 年 10

月）、電柱が林立した宅地分譲地（14 年 4

月）になったことを書いた。1年後、満杯と

なって完全な住宅地となった。45,６軒は有

るだろうか、少し高い土手上は遊歩道となっ

ており、大部分は建物の背面が丸見えであ

る。川は西流しているので、夕方の日当たり

が大変だろうなと余計な心配をしている。土

手に樹木を植えて宅地開発、分譲するとか、

せめて小公園には緑陰樹がほしかった。公園

技術者モドキはつぶやくのである。（川里弘

孝） 

 
ひき続き読んで下さい”事務局 
前々回に続き紹介します。昨年の総会時に

頂いた第 33 号は、「今日のトイレ掃除は結

果ではない」と「戦災児を救った“ララ物資

の父”浅野七之助」という話題提供であっ

た。前者は中瀬会員自身の体験談、後者は資

料からの引用である。ここでは編集後記の文

を少し掲載したい。戦後アメリカから送られ

てきた救援物資の背景を知り、日本人として

の「心」や「思い」がもたらした贈り物であ

ったことに大きな感動を覚える。引き続きト

イレの記事が続くがこれらのことも日本人な

らではと思えてならない。この「心」や「精

神」を日本人自らが自信を持ち、誇りを持っ

て世界中の人々へ伝えたいもの。とある。私

は、日本人の「心」「精神」を忘れてはいな

いか？そして子供たちへの教育を放棄してい

ないか？と自問してみた。情けないと思う心

は涙とともに反省の機会を頂くことになっ

た。多くの人に読んで頂きたいと思う“ひき

続き読んでください”であった。前回、川里

編集長も、「やはり人間の倫理は、奥深い心

の思い：想いにありそうだ。自然との共生

も、技術的なこともさることながら、心の問

題だと思うこの頃です」とある。 

 
編集後記 
会長の提案により、若手技術者のペ－ジが

始まりました。NL も 20 号にたどり着きまし

た。皆様の意向を反映し、少しずつ変わって

（遷移）いければと思います。(ku) 

 

【編集部から】 

原稿を募集します．論説・随想・紀行文・

技術報告・写真等，体裁は問いません．500

～1,200 字程度でお願いします．  
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